
土
木
学
会
の
動
き 

　

誰
し
も
が
一
度
は
訪
れ
た
い
と
願
う
エ
ー
ゲ
海

に
浮
か
ぶ
サ
ン
ト
リ
ー
ニ
島（
写
真
1
）で
、標
記
の

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
。抜
け
る
よ
う
な

青
空
に
紺
碧
の
海
の
色
。海
面
か
ら
3
0
0
m
の

崖
上
に
並
ぶ
建
物
は
す
べ
て
が
白
色
。陽
光
と
と

も
に
変
化
す
る
こ
の
二
つ
の
色
の
鮮
や
か
さ
に
、心

を
奪
わ
れ
な
い
人
は
い
な
い
は
ず
。日
本
を
含
む

海
外
か
ら
の
参
加
者
に
と
っ
て
、こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
へ
の
参
加
は
心
躍
る
憧
れ
の
旅
で
も
あ
っ
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
開
催
は
、2
0
0
9
年
9
月

22
日
と
23
日
の
2
日
間
。参
加
者
は
日
本
か
ら
約

20
名
、ギ
リ
シ
ャ
か
ら
約
80
名
、そ
の
他
フ
ラ
ン
ス
、

イ
ギ
リ
ス
、イ
ン
ド
、ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
か
ら
で
、

総
勢
1
2
0
名
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
ギ
リ
シ
ャ
側
の
代
表
は
、

ア
テ
ネ
工
科
大
学
のGeorge Gazetas

教
授（
ギ

リ
シ
ャ
地
震
工
学
会
会
長
）で
あ
る
。阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
直
後
、同
教
授
は
二
度
に
わ
た
っ
て
神
戸

を
訪
れ
、そ
の
後
は
1
9
9
9
年
よ
り
毎
年
、同
教

授
の
研
究
室
の
学
生
を
連
れ
て
来
日
し
、地
震
被

害
と
復
興
の
現
状
を
神
戸
の
各
地
で
現
地
教
育
し

て
い
る
。こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
開
催
は
、以
前
土
木

学
会
誌
に
も
記
載
し
た
が（

（
（

、同
教
授
が
2
0
0
4

年
6
月
に
日
本
を
訪
れ
た
際
、当
時
の
地
震
工
学

委
員
会
の
委
員
長
で
あ
っ
た
後
藤
洋
三
氏（
東
京

大
学
地
震
研
究
所
特
任
研
究
員
）と
の
対
談
で
、

日
本
と
ギ
リ
シ
ャ
の
研
究
交
流
を
定
期
的
に
行
お

う
と
い
う
提
案
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
2
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

2
0
0
7
年
4
月
に
土
木
学
会
講

堂
で
開
催
さ
れ
た
が（

2
（

、そ
の
際
当
時

の
土
木
学
会
会
長
で
あ
っ
た
濱
田
政

則
早
稲
田
大
学
教
授
か
ら
、土
木
学

会
と
ギ
リ
シ
ャ
を
代
表
す
る
学
会
が

正
式
な
協
定
を
結
び
、将
来
に
わ
た
っ

て
交
流
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
提

案
が
な
さ
れ
た
。そ
の
後
ギ
リ
シ
ャ
国

内
で
調
整
が
図
ら
れ
、ギ
リ
シ
ャ
工
学

会（T
echnical C

ham
ber of 

Greece

）と
調
印
す
る
に
至
っ
た
が
、

そ
の
調
印
に
対
す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
が

今
回
行
わ
れ
、濱
田
教
授
が「
地
球

規
模
で
増
大
す
る
自
然
災
害
と
被

災
軽
減
に
向
け
た
国
際
協
力
」と
題

し
て
記
念
講
演
を
行
っ
た（
写
真
2
）。

　

ま
た
、今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
は「
地
震
に

対
す
る
文
化
遺
産
の
保
護
と
復
興
」の
特
別
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ
、土
岐
憲
三
立
命
館
大
学
教

授
の
特
別
講
演
を
は
じ
め
、日
本
と
ギ
リ
シ
ャ
、さ

ら
に
は
イ
ン
ド
、ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
文
化
遺
産
の
保
護
に
対
す
る
実
情
と

問
題
点
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

約
50
編
の
論
文
発
表
が
行
わ
れ
た
後
、ク
ロ
ー

ジ
ン
グ
ス
ピ
ー
チ
は
日
本
側
を
代
表
し
て
、家
村

浩
和
近
畿
職
業
能
力
開
発
大
学
校
校
長
が
行

い
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
貴
重
な
経
験
を
学
び

継
承
さ
せ
る
た
め
、ま
た
大
き
な
国
際
会
議
に
は

な
い
親
密
な
二
国
間
交
流
の
た
め
に
も
、こ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
継
続
的
発
展
を
望
む
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

高
度
な
文
明
を
も
っ
た
都
市
国
家
が
、突
然
の

天
地
異
変
に
よ
っ
て
海
底
に
沈
ん
だ
と
い
う
ア
ト

ラ
ン
テ
ィ
ス
伝
説
。こ
の
伝
説
の
大
陸
の
所
在
は
い

ま
だ
謎
の
ま
ま
で
あ
る
が
、紀
元
前
（5
世
紀
の
大

噴
火
や
古
代
遺
跡
の
発
見
な
ど
か
ら
、そ
れ
は
サ

ン
ト
リ
ー
ニ
島
で
あ
っ
た
と
い
う
説
に
想
い
を
は
せ

た
2
日
間
で
あ
っ
た
。次
回
は
2
0
1
1
年
、日

本
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
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